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1 中間年における目標 

 

 

 

 

表 1.網計画の施策との今年度の進捗予定 

施策 網計画における 

今年度の進捗予定 

施策 1-1：中核地でのバスターミナルの整備 暫定実施 

施策 1-2：市外への幹線バスの運行及び既存系統の見直し 暫定実施 

施策 2-1：市内の支線バスの運行 暫定実施 

施策 2-2：新たなバス路線網等に対応した乗り継ぎ施設の整備検討 検討 

施策 2-3：安座真船待合所への路線バスの乗り入れ 実施 

施策 2-4：幹線バスと支線バスのダイヤの連携 実施 

施策 3-1：おでかけなんじぃの継続運行 実施 

施策 3-2：久高航路の継続運行 実施 

施策 3-3：公共駐車場でのパーク＆バスライドの実施 検討 

施策 3-4：送迎用乗降場の整備検討 検討 

施策 3-5：駐輪場の整備検討 検討 

施策 3-6：高齢者向け定期券の導入 検討 

施策 3-7：学生向け定期券の導入 検討 

施策 3-8：乗り継ぎ割引の導入検討 検討 

施策 3-9：市内上限運賃導入検討 検討 

施策 4-1：公共交通運行情報モニターの導入検討 検討 

施策 4-2：多言語表示による公共交通情報の影響 検討 

施策 4-3：公共交通アテンダントの導入検討 検討 

施策 4-4：ハイグレードバス停の整備検討 検討 

施策 4-5：快適な待合施設の整備検討 検討 

施策 5-1：観光客への公共交通に関する情報提供の実施 実施 

施策 5-2：レンタカーステーションの整備検討 検討 

施策 5-3：レンタサイクルの導入検討 検討 

施策 5-4：遊覧バスの導入検討 検討 

施策 5-5：市内 1日乗車券の導入検討 検討 

施策 5-6：モビリティ・マネジメントの実施 実施 

施策 5-7：イベント等の実施検討 検討 

施策 5-8：車両等の魅力向上策の実施検討 検討 

  

●網形成計画では、同計画に示された施策 1-1～施策 5-8 までの 28 の施策の進捗目標と、指

標による目標が設定されており、両者の達成状況を評価します。 
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表 2.網計画の評価指標と目標値 

基本方針 指標 現況値 目標値 把握方法 評価年度 

①中核地を中心に市外
へスムーズに移動で
きる公共交通網を形
成する。 

バスターミナル
の数 

3箇所 1箇所 
中核地に集約 

実績 2020（R2)、

2023（R5）、

2026（R8) 

中核地から市外
への運行系統数 

0系統 3系統 
那覇、与那原、

八重瀬方面を

想定 

実績 2020、2023、

2026 

路線バスのルー
トの満足度 

2.9 点
/5.0点 

4.0点/5.0点 
再編により、や

や満足（4 点）

まで向上 

市 民 ア ン

ケート 

2020、2023、

2026 

②中核地等での乗り継
ぎによりスムーズに
市内を移動できる公
共交通網を形成す
る。 

中核地とまちの
拠点を結ぶ運行
系統数 

0系統 4系統 
佐敷、知念、玉

城、大里方面と

連絡 

実績 2020、2023、

2026 

路線バスの運行
頻度の満足度 

2.0 点
/5.0点 

3.0点/5.0点 

10 年間で 5 点

満点の中間値 

市 民 ア ン

ケート 

2020、2023、

2026 

③誰でも気軽に利用で
きる身近な移動手段
を確保する。 

デマンドバス登
録者数 

4,000
人 

8,800人 
10 年 間 で

4,800 人増加、

創生戦略に準

拠 

デマンド登

録データ 

毎年 

パーク＆バスラ
イド用駐車場の
整備 

0箇所 1箇所 
中核地を想定 

 

実績 2023、2026 

路線バスの運賃
の満足度 

2.4 点 
/5.0点 

3.0点/5.0点 

10 年間で 5 点

満点の中間値 

市 民 ア ン

ケート 

2020、2023、

2026 

公共交通の分担
率 

1.6％ 3.2％ 
10 年間で倍増 

市 民 ア ン

ケート 

2020、2023、

2026 

④再編による効果を高
めるため、公共交通
の利用環境を充実す
る 

路線のわかりや
すさの満足度 

2.8 点
/5.0点 

4.0点/5.0点 
再編により、や

や満足（4 点）

まで向上 

市 民 ア ン

ケート 

2020、2023、

2026 

バス停の整備状
況の満足度 

2.8 点
/5.0点 

3.0点/5.0点 
10 年間で 5 点

満点の中間値 

市 民 ア ン

ケート 

2020、2023、

2026 

⑤南城市の活性化に向
け、人の流れを活発
にする 

観光客の路線バ
スの分担率 

2.0％ 4.0％ 
5 年間で倍増 

観光客アン

ケート 

2020、2023、

2026 

需要喚起に向け
たイベント実施 

0件 1件 
10 年間で毎年

実施するイベ

ントづくり 

実績 2026 
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2 施策の進捗目標の達成状況 

 

 

表 3.施策の目標達成状況（1/2） 

施策 目標 中間評価 

施策 1-1 

中核地でのバスターミナルの整備 
暫定実施 

○：暫定実施 

2019年度に南城市役所バス停が整備 

施策 1-2 

市外への幹線バスの運行及び既存系統

の見直し 

暫定実施 

○：実施 

2019 年 10 月に南城市役所バス停を拠

点に再編実施 

施策 2-1 

市内の支線バスの運行 
暫定実施 

○：実施 

2019年 10月に支線バスを導入 

施策 2-2 

新たなバス路線網等に対応した乗り継

ぎ施設の整備検討 
検討 

○：実施 

2019年の再編時に市役所1階にバス出

張所や乗り継ぎのための待合施設等を整

備 

施策 2-3 

安座真船待合所への路線バスの乗り入

れ 

実施 

○：実施 

2019年10月の再編でNバスが乗り入

れ 

施策 2-4 

幹線バスと支線バスのダイヤの連携 実施 

○：実施 

2019 年 10 月の再編で通勤・通学時間

にあわせたダイヤを設定 

施策 3-1 

おでかけなんじぃの継続運行 実施 

○：実施 

2019 年度の再編で位置づけの見直しを

行いながら継続運行 

施策 3-2 

久高航路の継続運行 実施 

○：実施 

2019年度の再編でNバスとの接続性を

高めて、継続運行 

施策 3-3 

公共駐車場でのパーク＆バスライドの

実施 

検討 

○：検討中 

公共駐車場での実施を検討中 

※3月 1日～駐車場は有料化 

施策 3-4 

送迎用乗降場の整備検討 検討 

○：検討中 

現状では市役所正面駐車場が送迎に利用

されている。 

施策 3-5 

駐輪場の整備検討 
検討 

○：実施 

市役所敷地内に整備 

施策 3-6 

高齢者向け定期券の導入 検討 

○：実施 

N バスの回数券を格安で販売することで

対応（一般の定期券を上回る割引） 

施策 3-7 

学生向け定期券の導入 検討 

○：実施 

N バスの回数券を格安で販売することで

対応（一般の定期券を上回る割引） 

施策 3-8 

乗り継ぎ割引の導入検討 検討 

○：実施 

2019年度の再編で、乗り継ぎ割引も考

慮したN バスの均一料金を導入 

●施策については、中間年における目標を達成しています。 
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表 4.施策の目標達成状況（2/2） 

施策 目標 中間評価 

施策 3-9 

市内上限運賃導入検討 検討 

○：検討中 

均一運賃を導入したN バスに加え、幹線

バスでの上限運賃を検討中 

施策 4-1 

公共交通運行情報モニターの導入検討 検討 

○：実施 

2019 年度の再編時に南城市役所、がん

じゅう駅等にサイネージを設置 

施策 4-2 

多言語表示による公共交通情報の提供 検討 

○:実施 

N バス車内の行先表示ディスプレイで対

応 

施策 4-3 

公共交通アテンダントの導入検討 
検討 

○：実施 

2019年度の再編時に導入 

施策 4-4 

ハイグレードバス停の整備検討 検討 

○：実施 

2019 年度に上屋、ベンチ、掲示板を備

えた市役所バス停を整備 

施策 4-5 

快適な待合施設の整備検討 検討 

○：実施 

2019 年度の再編時に、市役所を待合所

として開放 

施策 5-1 

観光客への公共交通に関する情報提供

の実施 
実施 

○：実施 

案内所やサイネージ、ホームページ等で

の情報提供、GTFS形式でのNバスの情

報発信 

施策 5-2 

レンタカーステーションの整備検討 検討 

○：検討中 

バスターミナルに併設する施設の候補と

して検討 

施策 5-3 

レンタサイクルの導入検討 
検討 

○：実施 

観光協会ががんじゅう駅で実施。スロー

モビリティの実証運行も実施（現在は終

了） 

施策 5-4 

遊覧バスの導入検討 検討 

○：実施 

Nバスを活用したバス旅（モデルコース）

を実施 

施策 5-5 

市内 1日乗車券の導入検討 
検討 

○：実施 

1日乗車券の販売を 6月 1日より実施 

施策 5-6 

モビリティ・マネジメントの実施 
実施 

○：実施 

年 2回の公共交通便りの継続発行、N バ

スの乗り方教室、N バスの運賃無料期間

の設定等を実施 

施策 5-7 

イベント等の実施検討 
検討 

○：実施 

アテンダントによるイベントを実施 

施策 5-8 

車両等の魅力向上策の実施検討 

検討 

○：実施 

バリアフリー対応で、なんじぃをモチー

フにしたNバスの新車導入、おでかけな

んじぃの車両の更新、アテンダントによ

る車内装飾の実施 
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施策の実施状況の参考資料添付 

施策 1-1 バスターミナルの整備 
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施策 1-2 市外への幹線バスの運行及び既存系統の見直し 
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施策 2-1 市内の支線バスの運行 
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出典：南城市観光ポータルサイト「らしいね南城」  

施策 2-2 新たなバス路線網等に対応した乗り継ぎ施設の整備検討 

施策 5-4 遊覧バスの導入 
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施策 5-8 車両等の魅力向上策の実施検討備 

施策 5-6 モビリティ・マネジメントの実施 
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現況 0系統 目標 3系統 実績 8系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中核地から市外への運行系統数 

親慶原出張所 

志
喜
屋 

馬天営業所 

玉
泉
洞
前 

大城 

新原ビーチ 奥武島 

富
里 

百
名
Ｂ
Ｔ 

斎
場
御
嶽
入
口 

南
城
市
役
所 

移転 

南城市役所発着系統 

 37、39、339、41、40、

309、50、36 
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3 数値目標の達成状況 

 

表 5.数値目標の達成状況 

基本方針 指標 現況値 目標値 達成状況 

①中核地を中心に市外
へスムーズに移動で
きる公共交通網を形
成する。 

バスターミナル
の数 

3箇所 1箇所 
中核地に集約 

△ 

市役所バス停に集約 

中核地から市外
への運行系統数 

0系統 3系統 
那覇、与那原、

八重瀬方面を

想定 

○ 

８系統運行 

路線バスのルー
トの満足度 

2.9 点
/5.0点 

4.0点/5.0点 
再編により、や

や満足（4 点）

まで向上 

× 

2.5 点 

（路線ルート・ダイヤの再検討） 

②中核地等での乗り継
ぎによりスムーズに
市内を移動できる公
共交通網を形成す
る。 

中核地とまちの
拠点を結ぶ運行
系統数 

0系統 4系統 
佐敷、知念、玉

城、大里方面と

連絡 

○ 

A1～Hの15系統のNバ

スを運行 

路線バスの運行
頻度の満足度 

2.0 点
/5.0点 

3.0点/5.0点 

10 年間で 5 点

満点の中間値 

× 

2.1 点 

（路線ルート・ダイヤの再検討） 

③誰でも気軽に利用で
きる身近な移動手段
を確保する。 

デマンドバス登
録者数 

4,000
人 

8,800人 
10 年 間 で

4,800 人増加、

創生戦略に準

拠 

目標として削除予定 

パーク＆バスラ
イド用駐車場の
整備 

0箇所 1箇所 
中核地を想定 

 

2023、2026年に評価 

路線バスの運賃
の満足度 

2.4 点 
/5.0点 

3.0点/5.0点 

10 年間で 5 点

満点の中間値 

× 

2.6 点 

公共交通の分担
率 

1.6％ 3.2％ 
10 年間で倍増 

○ 

5.８％ 

④再編による効果を高
めるため、公共交通
の利用環境を充実す
る 

路線のわかりや
すさの満足度 

2.8 点
/5.0点 

4.0点/5.0点 
再編により、や

や満足（4 点）

まで向上 

× 

幹線バス：2.8点 

Nバス：2.6点 

（路線ルート・ダイヤの再検討） 

バス停の整備状
況の満足度 

2.8 点
/5.0点 

3.0点/5.0点 
10 年間で 5 点

満点の中間値 

× 

2.8 点 

⑤南城市の活性化に向
け、人の流れを活発
にする 

観光客の路線バ
スの分担率 

2.0％ 4.0％ 
5 年間で倍増 

× 

2.4% 

需要喚起に向け
たイベント実施 

0件 1件 
10 年間で毎年

実施するイベ

ントづくり 

2026 
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現況 2.9点 目標 4.0点 実績 2.5点 

 

 

現況 2.0点 目標 3.0点 実績 2.1点 

 

 

現況 2.4点 目標 3.0点 実績 2.6点 

 

 

現況 2.8点 目標 4.0点 実績 幹線2.8点 

支線2.6点 

 

 

現況 2.8点 目標 3.0点 実績 2.8点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※満足度は「とても満足」を 5 点、「満足」4 点、「どちらともいえない」3 点、「不満」2 点、「とても不

満」1点とアンケート回答結果を点数化し，各項目の平均点を満足度としている。  

2.9

3.2

3.2

2.5

2.8

2.1

2.6

3.4

3.5

3.6

2.4

2.6

2.4

3.2

2.8

3

3.4

3

3.6

3.3

3.2

3.1

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4

幹線バス（市外線）の乗り降りのしやすさ

幹線バス（市外線）の乗り心地

幹線バス（市外線）の運転手の対応

幹線バス（市外線）のルート

幹線バス（市外線）の路線の分かりやすさ

幹線バス（市外線）の運行頻度

幹線バス（市外線）の運賃

Nバス（市内線）の乗り降りのしやすさ

Nバス（市内線）の乗り心地

Nバス（市内線）の運転手の対応

Nバス（市内線）のルート

Nバス（市内線）の路線の分かりやすさ

Nバスの運行頻度

Nバス（市内線）の運賃

市内のバス停の整備状況

おでかけなんじぃの利用のしやすさ

おでかけなんじぃの運転手の対応

おでかけなんじぃの運賃

久高島フェリーの乗り降りのしやすさ

久高島フェリーの運行頻度

久高島フェリーの運賃

安座真港の船待合所の整備状況

路線バスのルートの満足度 

路線バスの運行頻度の満足度 

路線バスの運賃の満足度 

路線のわかりやすさの満足度 

バス停の整備状況の満足度 
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4 網形成計画の中間評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間における南城市地域公共交通網形成計画の取組状況については妥当であり、本計画のもと、再編

に関しては再編実施計画に基づき、公共交通利用環境の向上に向けた取組を継続的に推進する。 

●網形成計画では、ハード、ソフトにわたり幅広い施策の実施・検討を行う計画となっているが、

中間年の 2020年度において、取組の実施や何らかの検討が行われており、施策の進捗目標に

ついては十分に達成できているといえる。 

●特に網形成計画の目玉である再編については、2019 年 9月に再編実施計画の認定を受け、翌

月 10 月には N バス（市内線）の導入、幹線バスの見直し、おでかけなんじぃの位置づけの見

直しと運賃等の見直しが行われており、目に見える形で再編が進められている。 

●今後は、南部東道路の事業進捗をみながら、ハード施策である中核地でのバスターミナルの整

備や公共駐車場の整備による、さらなる公共交通の利用環境の向上及び利用促進が期待される。 

●一方、数値目標については、満足度に関する指標を中心に達成していない項目が多くみられる

が、公共交通の分担率は目標を上回り、観光客の路線バスの分担率は目標には達していないも

のの、計画策定時を上回るなど、着実に公共交通の利用が進んでいる。 


